
当
方
は
本
基
幹
研
究
に
お
け
る
「
関
東
地
区
」
の
担
当
で
あ
る
が
、
本
研
究
に
先
行

す
る
「
学
芸
書
と
し
て
の
中
世
類
題
集
の
研
究
ｌ
『
夫
木
和
歌
抄
』
を
中
心
に
ｌ
」
（
当

館
共
同
研
究
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
、
平
成
一
六
〈
二
○
○
四
〉
年
～
二
一
〈
二
○
○

九
〉
年
度
）
『
夫
木
和
歌
抄
編
纂
と
享
受
』
（
風
間
書
房
・
二
○
○
八
）
に
お
け
る
活

動
を
引
き
継
い
で
い
る
側
面
が
強
い
。
よ
っ
て
「
関
東
地
区
」
担
当
の
グ
ル
ー
プ
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
は
、
小
林
一
彦
「
中
世
の
夫
木
和
歌
抄
」
（
第
二
回
研
究
会
、
二
○
一

三
・
一
二
）
・
野
本
瑠
美
「
『
夫
木
和
歌
抄
』
と
平
安
私
家
集
」
（
第
四
回
研
究
会
、
二

○
一
四
・
一
二
）
・
三
村
晃
功
「
『
夫
木
和
歌
抄
』
に
お
け
る
出
典
注
記
の
謎
ｌ
「
歌
林

良
材
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
第
五
回
研
究
会
、
二
○
一
五
・
五
・
二
二
）
と
い
っ
た
よ

う
に
、
主
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
考
究
を
そ
の
中
心
に
据
え
て
行
わ
れ
て
き
た
。
稿
者

は
そ
こ
を
起
点
と
し
つ
つ
、
本
基
幹
研
究
の
基
本
的
な
枠
組
み
で
あ
る
「
中
央
と
地
方
」

と
の
関
わ
り
に
即
し
て
視
野
を
広
げ
、
「
関
東
」
に
地
盤
を
持
ち
つ
つ
、
時
の
「
中
央
」

で
あ
っ
た
京
都
で
活
躍
し
、
そ
の
命
を
一
身
に
受
け
て
九
州
へ
と
西
向
し
て
、
政
治
的

は
じ
め
に 今

川
了
俊
研
究
の
現
在

器
キ
ー
ワ
ー
ド

今
川
了
俊
・
夫
木
和
歌
抄
・
中
央
と
地
方
・
厳
島
詣
記
・
国
語
学

経
営
の
み
な
ら
ず
、
文
学
を
中
心
と
し
て
文
化
的
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
存
在
と

し
て
知
ら
れ
る
、
今
川
了
俊
（
一
三
二
六
～
一
四
一
四
頃
）
の
存
在
に
焦
点
を
当
て
、

現
在
の
研
究
状
況
の
確
認
と
今
後
の
研
究
へ
の
提
言
を
行
い
た
い
。

『
夫
木
和
歌
抄
』
研
究
に
於
け
る
今
川
了
俊
の
存
在
に
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
何
よ
り
そ
れ
は
「
夫
木
抄
の
正
本
」
を
所
持
・
伝
来
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
活
用

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
夫
木
和
歌
抄
』
の
正
本
を
了
俊
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
徳
川
黎
明
会
蔵
・
了

（
注
１
）

俊
筆
『
詠
歌
一
体
』
（
外
題
『
和
歌
秘
抄
』
）
の
奥
書
部
分
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
こ
の
記

事
は
夙
に
有
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
奥
書
全
体
を
見
る
と
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
を
始
め

と
す
る
典
籍
が
了
俊
の
西
向
に
際
し
携
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
知
り
得
る
。
了
俊
は

歌
道
上
の
師
で
あ
っ
た
冷
泉
為
秀
筆
の
典
籍
類
を
多
数
所
持
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
京

か
ら
九
州
へ
と
帯
行
し
た
の
で
あ
る
。

今
川
了
俊
と
『
夫
木
和
歌
抄
』

石
澤
一
志
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応
永
九
年
（
一
四
○
二
）
八
月
に
記
さ
れ
た
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
博
多

・
安
楽
寺
社
頭
に
於
い
て
一
度
紛
失
し
た
も
の
の
、
後
に
宮
師
律
師
な
る
者
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
了
俊
は
こ
の
時
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
以
来
の
九
州
探
題

を
解
任
さ
れ
て
京
都
に
戻
っ
て
い
た
の
で
、
い
づ
れ
「
路
次
静
譲
」
の
時
分
に
召
し
上

げ
た
い
が
、
自
ら
の
老
齢
を
鑑
み
て
、
若
し
自
分
の
存
命
中
に
そ
れ
が
手
元
に
到
来
し

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
子
孫
の
内
、
志
あ
る
も
の
が
受
け
取
る
よ
う
言
い
遺
し
、
そ
れ
に

備
え
る
べ
く
、
安
楽
寺
に
預
け
置
い
て
あ
る
書
目
を
列
挙
し
た
の
で
あ
っ
た
。

『
夫
木
和
歌
抄
』
は
、
そ
れ
ら
の
書
目
の
最
後
に
「
○
一
夫
木
抄
一
部
腰
酔
入
通
本
也

／
此
内
二
帖
預
置
他
所
之
間
／
今
所
持
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
部
分
は
安
楽
寺
に

あ
る
が
、
そ
の
内
二
帖
だ
け
は
別
の
と
こ
ろ
に
預
け
置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
だ
け

は
現
在
自
ら
の
手
元
に
所
持
し
て
い
る
、
と
い
う
。
最
終
的
に
こ
れ
が
こ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
だ
が
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
、
し
か
も
「
正
本
」
と

注
（
２
）

伝
え
ら
れ
る
、
撰
者
（
実
際
に
は
編
集
作
業
者
か
）
の
「
勝
田
（
勝
間
田
）
備
前
入
道

の
本
」
と
い
う
も
の
の
所
伝
を
示
し
た
、
極
め
て
重
要
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
了
俊
は
、
そ
の
歌
学
に
於
け
る
著
作
で
あ
る
『
二
言
抄
』
『
師
説
自

見
集
』
『
言
塵
集
』
『
了
俊
日
記
』
等
の
中
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
の
和
歌
の
引
用
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
『
夫
木
和
歌
抄
』
利
用
の
最
古
の
例
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
。
そ
し
て
同
時
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
が
九
州
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事

実
に
は
大
い
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
利
用
の
様
相
ま
で
は
具
体
的
に
は
知
ら

れ
な
い
も
の
の
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
が
在
九
州
の
人
々
に
披
見
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め

て
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
夫
木
和
歌
抄
』
の
享
受
を
鑑
み
る
に
、
成
立
は
お
そ
ら
く
は
関
東
圏
で
あ
っ
た
そ

こ
れ
ま
で
の
今
川
了
俊
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
荒
木
尚

と
川
添
昭
二
の
両
氏
で
あ
る
。
そ
の
業
績
は
正
に
文
学
と
歴
史
の
両
面
に
渉
り
、
豊
か

（
注
３
）

な
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ご
く
近
年
に
於
い
て
も
示
さ
れ
て
き

て
い
る
。
特
に
川
添
に
於
い
て
は
「
九
州
探
題
関
係
文
献
目
録
ｌ
今
川
了
俊
」
（
『
年
報

太
宰
府
学
』
五
、
二
○
二
・
三
）
お
よ
び
そ
の
翌
年
に
補
遺
を
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
飽
く
な
き
研
究
へ
の
情
熱
に
は
深
い
畏
敬
の
念
を
抱
く
。

そ
の
文
献
目
録
に
見
ら
れ
る
が
、
前
節
で
見
た
『
夫
木
和
歌
抄
』
他
歌
書
類
を
九
州

に
も
た
ら
し
た
以
外
に
も
、
今
川
了
俊
に
は
、
数
々
の
九
州
に
於
け
る
文
学
的
事
跡
が

知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
近
年
の
研
究
成
果
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
伝
二
条
良
基
筆
「
畠

（
注
４
）

山
切
」
と
『
大
慈
八
景
詩
歌
』
を
巡
る
、
堀
川
賢
司
・
別
府
節
子
の
研
究
で
あ
ろ
う
。

従
来
内
容
不
明
と
さ
れ
て
き
た
「
畠
山
切
」
が
『
大
慈
八
景
詩
歌
』
を
そ
の
書
写
内
容

と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が
清
書
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
は
単

に
文
学
的
な
事
跡
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
九
州
経
営
に
関
わ
る
政
治
的
意
図
が
濃
厚

れ
が
、
京
都
へ
移
動
し
、
さ
ら
に
九
州
ま
で
移
動
し
て
い
た
事
実
は
、
ま
さ
に
「
中
央

と
地
方
」
の
関
わ
り
を
考
え
る
と
い
う
、
本
基
幹
研
究
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
最
も
合

致
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
移
動
に
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
た
、
今
川
了
俊
の
存
在
は
、
よ
り
強
く
認
識
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

今
川
了
俊
研
究
の
現
在
と
今
後
の
研
究
へ
の
提
言
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そ
し
て
、
今
川
了
俊
そ
の
も
の
の
に
つ
い
て
、
で
は
な
い
が
、
了
俊
と
関
係
の
深
い

冷
泉
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
時
雨
亭
文
庫
の
公
開
に
伴
っ
て
大
き
な
進
展
を
遂
げ
て

い
る
。
冷
泉
家
の
始
祖
と
な
る
為
相
に
つ
い
て
、
錺
武
彦
『
鎌
倉
時
代
中
後
期
和
歌
の

研
究
』
（
新
典
社
．
二
○
一
二
）
が
あ
り
、
了
俊
と
の
関
わ
り
が
よ
り
深
い
冷
泉
為
秀

に
つ
い
て
は
、
鹿
野
し
の
ぶ
『
冷
泉
為
秀
研
究
』
（
新
典
社
・
二
○
一
四
）
と
い
う
、

貴
重
な
研
究
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
川
剛
生
の
『
二
条
良
基
研
究
』
（
笠

間
書
院
・
二
○
○
五
）
、
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
蝿
倉
将
蹴
か
ら
戦
同
大
緒
ま
で
』
（
角
川
学
芸

出
版
・
二
○
○
八
）
『
正
徹
物
語
』
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
角
川
学
芸
出
版
・
二
○
一

一
）
、
『
足
利
義
満
公
武
に
君
臨
し
た
室
町
将
服
』
（
中
公
新
書
中
央
公
論
新
社
・
二
○
一

二
）
、
『
徒
然
草
』
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
角
川
学
芸
出
版
・
二
○
一
五
）
な
ど
の
陸

続
た
る
著
作
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
と
そ
の
内
容
は
、
全
て
今
川
了
俊
と
深
い
関
係

が
自
然
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

川
添
昭
二
の
名
著
『
今
川
了
俊
』
（
人
物
叢
書
）
が
世
に
出
て
か
ら
、
既
に
約
五
○

年
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
研
究
成
果
の
積
み
重
な
り
は
、
前
述
の
川
添
作
成

の
文
献
目
録
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
今
回
の

基
幹
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
中
央
と
地
方
」
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
う
っ
て
つ
け

の
人
物
が
、
こ
の
今
川
了
俊
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
注
５
）

と
し
て
、
非
常
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

に
感
じ
取
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の

了
俊
研
究
に
加
え
て
、
興
味
深
い
事
実
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

ま
た
さ
ら
に
近
年
に
於
い
て
は
、
軍
記
物
語
研
究
か
ら
『
難
太
平
記
』
を
巡
る
成
果

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
、
文
学
と
政
治
を
巡
る
今
川
了
俊
の
態
度
の
一
端

そ
の
よ
う
な
提
言
の
ひ
と
つ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、
今
川
了
俊
の
筆
写
に
よ
る
資

料
の
活
用
に
つ
い
て
を
挙
げ
て
み
た
い
。

最
初
に
言
及
し
た
、
徳
川
黎
明
会
蔵
・
了
俊
筆
『
詠
歌
一
体
』
は
夙
に
有
名
な
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
了
俊
筆
の
資
料
は
数
多
く
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
興
味
深
い

内
容
を
示
す
。

稿
者
は
か
つ
て
、
新
美
哲
彦
の
「
伊
予
切
」
（
源
氏
物
語
古
注
釈
）
集
成
と
そ
の
内

容
検
討
に
関
す
る
論
考
（
『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』
（
武
蔵
野
書
院
・
二
○
○
八
）

所
収
）
の
験
尾
に
付
す
形
で
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
『
伊
予
切
」

の
奥
書
部
分
に
つ
い
て
の
報
告
を
中
心
に
補
遺
的
な
報
告
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
今
今

川
了
俊
筆
「
伊
予
切
」
ｌ
新
出
断
捕
の
紹
介
と
考
察
ｌ
」
（
『
国
文
鶴
見
』
四
五
、
二
○
二

・
三
）
）
。
了
俊
は
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
研
究
に
於
い
て
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
の
両

本
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
そ
の
内
容
注
釈
に
つ
い
て
も
極
め
て
重
要
な
材
料
を
提

供
し
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
「
伊
予
切
」
に
は
、
あ
る
興
味
深
い
表
記
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
句
読
点
と
濁
点
の
存
在
で
あ
る
。

今
川
了
俊
筆
の
資
料
に
は
、
そ
の
本
文
に
句
読
点
と
濁
音
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
例

少
な
く
と
も
、
今
川
了
俊
の
研
究
の
現
在
の
状
況
を
鑑
み
る
に
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を

基
に
新
た
な
大
き
な
展
開
を
見
せ
る
べ
き
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
こ
う
い
っ
た
共
同
研
究
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
、
今
川
了
俊
を
軸
に
据

え
て
行
う
こ
と
を
提
言
し
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

今
川
了
俊
筆
写
資
料
の
活
用
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今
川
了
俊
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
以
外
に
も
様
々
な
面
で
の
活
躍
が
知
ら
れ
、

従
っ
て
よ
り
多
く
の
方
面
か
ら
の
考
究
が
今
後
と
も
期
待
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
文
学

だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
人
物
こ

そ
、
今
回
の
基
幹
研
究
の
よ
う
な
場
で
、
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で

が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
「
伊
予
切
」
の
他
、
近
時
報
告
さ
れ
た
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

『
撰
集
抄
』
（
『
源
家
長
日
記
い
は
で
し
の
ぶ
撰
集
抄
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
四
三

朝
日
新
聞
社
・
一
九
九
七
）
な
ど
は
、
そ
の
書
写
内
容
も
含
め
て
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
稿
者
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
『
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫
開
設
五
○
年
記
念
書
誌
学
展
図
録
』
（
後
に
『
図
説
書
誌
学
古
典
籍
を
学
ぶ
』
勉

誠
出
版
・
二
○
一
○
・
一
二
）
で
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
今
川
了
俊
自
筆
『
厳
島
詣

肥
』
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
資
料
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
了
俊
著
作
の
、
正
し
い
意
味
で
の
自
筆
資
料
で
あ
り
、
何
よ
り
そ
の
内
容
が

文
学
と
政
治
の
両
面
に
ま
た
が
る
と
い
う
意
味
で
も
非
常
に
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
そ

し
て
徳
川
黎
明
会
蔵
・
了
俊
筆
『
詠
歌
一
体
』
の
奥
書
に
名
前
の
見
ら
れ
る
「
珠
阿
」

な
る
時
宗
僧
と
同
一
人
物
か
と
み
ら
れ
る
「
古
山
珠
阿
」
の
名
前
が
『
厳
島
詣
記
』
に

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
も
、
こ
の
資
料
の
重
要
性
の
一
端
を
示
す
し
、
先
に
記
し

（
注
６
）

た
如
く
、
そ
の
本
文
表
記
に
も
独
特
な
濁
音
表
記
な
ど
が
見
ら
れ
、
他
に
も
こ
の
典
籍

の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
国
語
学
的
事
実
な
ど
も
、
決
し
て
少
な
く
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

注
（
１
）
徳
川
黎
明
会
『
桐
火
桶
詠
歌
一
体
綺
語
抄
』
（
徳
川
黎
明
会
叢
書
和
歌
鯆
四
思
文
閣

出
版
・
一
九
八
九
）
、
解
説
・
佐
藤
恒
雄
。

（
２
）
拙
稿
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
成
立
と
性
格
ｌ
為
家
「
毎
日
一
首
」
を
視
座
と
し
て
ｌ
」
（
『
夫

木
和
歌
抄
編
纂
と
享
受
』
（
風
間
書
房
・
二
○
○
八
）
の
中
で
、
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
実

質
的
な
撰
者
は
冷
泉
為
相
で
あ
り
、
そ
の
資
料
提
供
及
び
指
示
を
受
け
て
、
実
際
的
な
作

業
に
当
た
っ
た
の
が
勝
問
田
長
清
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
こ

と
が
あ
る
。
御
参
照
頂
き
た
い
。

（
３
）
荒
木
尚
『
今
川
了
俊
の
研
究
』
（
笠
間
書
院
・
一
九
七
七
）
、
『
中
世
文
学
叢
考
』
（
和
泉
書

院
・
二
○
○
一
）
『
言
塵
集
本
文
と
研
究
』
（
新
典
社
．
二
○
○
八
）
、
川
添
昭
二
『
今

川
了
俊
』
（
人
物
叢
書
吉
川
弘
文
館
・
一
九
六
四
、
新
装
版
一
九
八
八
）
『
中
世
文
芸
の

地
方
史
』
（
平
凡
社
．
一
九
八
二
）
↓
『
中
世
九
州
の
政
治
・
文
化
史
』
（
海
鳥
社
．
二
○

○
三
）
他
。

（
４
）
堀
川
貴
司
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
』
（
若
草
書
房
・
二
○

○
六
）
所
収
論
考
お
よ
び
『
満
湘
八
景
詩
歌
と
絵
画
に
見
る
日
本
化
の
様
相
』
（
臨
川
書

店
・
二
○
○
二
）
、
別
府
節
子
『
和
歌
と
仮
名
の
か
た
ち
中
世
古
筆
の
内
容
と
書
様
』
（
笠

間
番
院
．
二
○
一
四
）
所
収
論
考
。
猶
、
本
基
幹
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
小
山
順
子
「
歌

枕
か
ら
名
所
へ
’
八
景
詩
歌
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
第
四
回
研
究
会
、
二
○
一
四
・
一
二
）

も
あ
っ
た
．

（
５
）
長
谷
川
端
他
「
『
難
太
平
記
』
上
・
下
」
（
『
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
一
、
四
二
‐
二
、

は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
基
幹
研
究
に
参
加
し
た
者
か
ら
の
提
言
で
あ
る
。
稿
者
自

身
は
中
世
和
歌
研
究
お
よ
び
書
誌
学
・
文
献
学
を
志
す
立
場
か
ら
、
今
川
了
俊
を
見
つ

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
諸
研
究
の
更
な
る
進
展
に
期
待
し
つ

つ
、
自
ら
も
努
め
た
い
。
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本
稿
は
、
「
短
冊
手
鑑
の
内
容
と
成
立
に
関
す
る
研
究
」
【
国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
（
一

般
二
研
究
代
表
者
・
中
村
健
太
郎
（
帝
京
短
期
大
学
助
教
）
研
究
期
間
二
○
一
四
～
二
○
一

六
年
度
、
お
よ
び
「
『
隠
心
帖
』
を
中
心
と
す
る
古
筆
手
鑑
の
史
料
学
的
研
究
」
【
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
一
般
共
同
研
究
】
研
究
代
表
者
・
久
保
木
秀
夫
（
鶴
見
大
学
准
教
授
）
研
究
期
間
二

○
一
四
・
一
五
年
度
の
研
究
成
果
を
一
部
含
む
。

（
６
）
こ
の
時
期
の
濁
点
は
、
当
該
字
に
二
点
を
付
す
の
で
は
な
く
、
三
点
乃
至
四
点
を
付
す
も

の
が
多
い
。
本
資
料
は
、
当
初
黒
墨
で
四
点
の
濁
点
を
付
し
た
も
の
を
、
途
中
か
ら
朱
に

切
り
替
え
、
改
め
て
そ
の
上
か
ら
重
霧
し
、
三
点
の
濁
点
に
書
き
改
め
て
い
る
例
が
見
ら

れ
る
。
他
の
資
料
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
そ
の
変
化
と
意
味
に
あ
る
程
度
の
見
通
し
を

与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

○
一
五
）
な
ど
。

二
○
○
七
・
三
、
二
○
○
八
・
三
）
、
小
木
曽
千
代
子
『
玄
恵
法
印
研
究
事
跡
と
伝
承
』

（
新
典
社
．
二
○
○
八
）
、
和
田
琢
磨
。
太
平
記
』
生
成
と
表
現
世
界
』
（
新
典
社
・
二
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【
今
川
了
俊
筆
『
厳
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